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ICTを活用した高等学校理科における授業づくり
「科学と人間生活」の授業を通して一
学習開発コース (12220915) 萩本範幸
The pu1'pose of the study is to design teaching methods using ICT， and to p1'actice it in 
science class using ICT， and to cla1'ify their effects. A 1esson p1an fo1' "Science and Human life" 
was designed and then p1'acticed. Students'inte1'ests， motivations and thei1' use of ICT we1'e 
examined. As a 1'esult. it is 1'evealed that the students'inte1'est in science class was raised and 
using ICT was beneficia1 to1ead them to a bette1' unde1'standing of natu1'al phenomena. 
[キーワー ド] 高等学校四科， 1CT の活)'fj，科学と人間メ|三活，授業の~ I 阿と実践，教育の情報化
1 問題の所在と方法
(1)問題の所作及び研究の背景
現代は，インターネットがグローパ/レな情報通
信基盤となり， 一般社会に大きな変化をもたらし
ている。また，パソコンやJjE帯電話，スマートフ
ォンなどが普及し， 日;常生活にも大きな変化が山
ている。これは，学校教育でも例外ではない。現
在，学校現場ではコンピュータや電子黒棋などの
1CT機器やテずジタノレ事刻、イの導入が進んで、いる。
平成20年の中央教育審議会答申では I社会の
変化への点、j応の観点から教科等を横断して改善す
べき事項」の 4っとしで情報教育が挙げられると
ともに I効果的・効率的な教育を行うことにより
確かな学力を確立するとともに， 情報活用能)Jな
ど社会の変化に対応するための子供の力をはぐく
むため，教育の情報化が重要で、あるJなどの提言
がなされた。これらを踏まえ，平成 20年および
21年に改訂された学習指導要領では，教育の情報
化について，情報教育及び教科教育における 1CT
活用にういて様々な充実が同られた。
そこでこれまでの研究では，理科教育における
1CTを市mした侵業及び高等学校理科「科学と人
間生活」の科目に関する調査を行った。また，高
等学校理科における 1CTの活用に関して，生徒の
関心や意欲を引き出し，学習内容への実感を伴っ
た理解や理科を学ぶことへの有用性を凶る授業を
提案し，実践を行った。その結果，生徒の興味 ・
関心を引き出すための-iJ:の効果を得ることがで
きた。また，1CTの活用と実験を効果的に組み合
わせることで学習内容への理解が深まることを明
らかにした。
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しかし，生徒や11形県内の高等守'校の実態に応
じた題材や素材を1今l床して選択することができな
かった。また， ICTを活用した授業では，映像を
制服することだけにとどまり，多|岐にわたって活
則する方法の検討が課題であった。
そこで本研究では3 これらの課題を解決するた
めに以下の目的を設定した。
(2)研究の目的
本研究の目的は，以 卜の2点をl閃らかにするこ
とで、ある。
の 山形県の高等学校における 1CT活用の実情を
まとめ，その問題点を明らかにすること。
② ICT t脱号やデジタルコンテンツを活用した授
業を計画，実践し，効果を明らかにすること。
(3)研究の方法
本研究では，以トーの方法で、行った。
① 学習指導要領における教育の情報化および教
科教育における ICTの活用に関する先行研究
を行った。
② 山形県の教育の情報化の実態について文部科
学省、の統計資料をもとに， IU形県内の高等学
校における 1CT活用の状況をまとめた。
③ 高等'判交理科 「科学と人間生活Jにおいてデ
ジタノレ機器や教材を用いた授業を計画した。
④ ③で計画した授業を実践し，授業の結果を授
業r-の生徒の様子から分析，身察した。
⑤ 授業実践の前後で理科や1C1'の活用に関する
調査を行い，その結果を分析した。
@ CDおよU⑤の結果カミら， 山形県内の高等学校
理科における ICT活用の課題と導入の効果に
ついて考察した。
2 先行研究の検討
(1)学習指導要領における教育の情報化
本研究は，高等学校理科を対象にしているため，
ここでは平成 21年改訂高等学校学習指導要領に
おける教育の情報化に関する内容を説明する。
総則では，各教科等の指導に当たって，以下の
ことを述べている。
生徒がt情報モラルを身に付け，コンピュータや情
報通信ネッ トワークなどの情報手段を適切かっ実
践的，主体的に活用できるようにするための学習
活動を充実するとともに3 これらの情報手段に加
え視聴覚教材や教1ポ幾器などの教材 ・教具の適切
な活用を図ること。
この記述は，教科指導における 1C1活用の必要
性を特に述べたものであり，授業の中で効果的に
活用し，児童生徒の学力向上につなげていくこと
が重要であることを示している。
また，理科の各科目の指導計画の作成と内容の
取扱いでLは，以下のように述べられている。
各科目の指導に当たっては，観察，実験の過程で
の情報収集・検索，計測 ・制御，結果の集計 ・処
理などにおいてコンピュータや情報通信ネットワ
ークなどを積極的かっ適切に活用すること。
理科では主に，観察や実験など直接体験を生か
した場面で1CTを活用し，生徒の学習内容への理
解を深めることで，学力向上を図ることが重要で
あることを述べている。
(2)教科教育における IC1活用
教育の情報化に関する手引き (20lO)では，教科
指導における IC1活用を以下の3観点に分けてい
る。なお，教科教育における 1CT活用とは，教科
の目標を達成するために教員や児童生徒が 1C1を
活用することである。
① 学習指導の準備と言判面のための教員による
1CT 活用
②授業での教員による 1CT活用
③ 児童生徒による 1CT活用
①は，よりよい授業を実現するために，教員が
1CTを活用して授業の準備を進めたり，学習評価
を充実させることに活用することである。
②は，教員が授業のねらいを示したり，学習課
題への興味 ・関心を高めたり，学習内容をわかり
やすく説明したりするために，教員による指導方
法のーっとして 1CTを活用することであるd 学習
指導要領における教員による 1CT活用の例示の多
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くは，映像や音声といった情報の提示である。
③は，教科内容のより深い理解を促すために，
児童生徒が，情報を収集・選択したり，文章や図・
表にまとめたり 3表現したりする際に，あるいは，
繰り返し学習によって知識の定着や技能の習熟を
図る際に， 1CTを活用することである。
(3)山形県の学校における教育の情報化の実態
平成 24年度学校における教育の情報化の実態
等に関する調査結果(文部科学省， 2013)では，学校
における 1CT環境の整備状況や教員の ICT活用指
導力を校種・自治体ごとに毎年公表しているο そ
の結果は，以下の表lから表3の通りである。
表1コンビュー タ 1台当たりの生徒数
単位:人/台 l山形・高校|全国 ・高校
l台当たりの生徒数 I3.9(7位つ 5.1 
表2校内 LAN，電子教具等の整備率
山形・高校 全国・高校
校内LAN 100.0% 93.5% 
超高速ネット 98.0% 76.1% 
電子黒板 20.0()/o 43.9% 
デ、ジタノレ教科書 4.0% 3.9% 
校務支援システム 68.0% 90.5% 
表3教員の ICT活用指導力の状況
山形・高校 全国・高校
教材研究等で1CTを 77.2% 
81. 1 % 
活用する能力 (34 {立)
授業中に1CTを活用 60.9% 
67.3% 
して指導する能力 (34位)
生徒の 1C1活用を 58.9% 
65.1% 
指導する能力 (33 {立)
校務に 1CTを活用 88.0% 
79.4% 
する能力 (9位)
山形県内の高校では，コンピュータ l台当たり
の生徒数(表 1)において全国平均を上回り，全国
で7番目に高い整備率になっていた。また，校内
LANや超高速インターネット G車度 30恥ps以上)
の整備率(表 2)が全国平均を大きく上回っていた。
しかし，電子黒板やデ、ジタノレ教科書など 1C11縦書
の整備や校務支援システムについては全国平均程
度か全国平均以 |てとなっていた。そして，教員の
1C1活用指導力(表3)に関しては，教師が自ら 1CT
を活用する項目は比較的高い値を示していた。そ
の一方で，教師が活用し指導する能力に関する項
目は，低い値を示していた。なお，表3は項目ご
とに4段階評価を行い， iわりにできる」または「や
やできるj と回答した割合を示している。
3 実践と結果 (明らかになったこと)
(1)授業実践の概要
本研究では， 2つの単元で実践を行った。その
内容については以下の表4及び表5に示した。
学校名 :山形県立A高等学校
期間 :平成25年 10月21日から 11月22日
科 目:高等学校理科 「科学と人間生活J
単元名 :i材料とその利用j
「身近な自然景観と自然災害J
対象:第一学年3学級合計 115名
表4 教師によるICT活用の授業実践(実践1) 
実践内容
「材料とその利用J
授業前アンケート
1時間目 金属のさびとその予防
2時間目 プラスチックの再利用
3時間目 ガラス ・金属の再利用
表5 生徒によるICT活用の授業実践(実践2)
実践内容
「身近な自然景観と自然災害」
l時間目 日本列島の景観
2時間目 調査内容の設定，調査
3時間目 調べ学習，発表準備
4・5時間目 調べ学習発表会
授業後アンケート
(1)授業での教員による ICT活用
授業での教員による ICT活用は，実践1および実
践2の1時間において実施した。この実践では，
図lのような形態で授業を行なった。期反中央部
にマグネットスクリーン(マーカーで、記入可)を貼
り付け， 自作耕:オをスクリーンに映して，解説を
加えながら授業を進めた。通常，プロジェクタな
どを活用した授業では事前に学習プリントを作成
して，それをもとに授業を進めていく五法が採用
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図1授業実践中の授業形態
されている。しかし本研究では学習プリントは
作成せず，板書内容をノー トに書かせる方法を採
用した。本研究ではこのように，アナログとデジ
タノレな使い方を組み合わせて授業を行う方法を
「ハイブリッド型j と呼ぶこととする。この「ハ
イブリッド型」の形態は，学習内容への理解を深
めたり，生徒の興味 ・関心を促進させたりできる
効果があると考えている。
「ハイブリット型jの授業では，以下の表6の
ように実践した。ここでは，そのうち小単元 「資
源の再利用jを例にして紹介する。ただし，これ
以外の授業においても方法は変わらない。
表6 i資源の再利用」の授業展開
学習のねらい ・主な学習過程
導
-生活の中で資源を再利用する理由
や資源を回収する方法について意
時
入
見を出し合う。
問 第 -ペッ トボトノレやプラスチックの
目 分別やリサイクルの過程について
次 理解する。
-前時の復習を前時に使用したスラ
イドを?舌刑して1Tう。
-アノレミ而やスチーノレ缶の分別と
第
リサイクノレの過程を知り，金属
を再利用する必要'性をエネノレギー
時 の関係から理解する。
次
間 -希少金属(レアメタノレ)の再利用の
目 現状について知る。
第
-牛乳びんやガラスびんの回収や
リサイクノレの過程を理解する。
-まとめとして，資源の再利用に関
次
する動画を視聴する。
小単元の導入で、は，資源、を再利用する必要性や
資源の再利用が普段の生活の中とどのように深く
かかわっている点に着目した。そこで，既習事項
やA高校のある地域と通学者の多い地域のごみ収
集の分別方法の違いなどを活用し，普段ごみとし
て集めている物が資源として回収されていること
を知ることを目的に行なった。(図2)
A市
図2導入部で、使用したスライド(一部)
小単元の展開部で、は，教科書だけでは理解が難
しい内容や教科書に詳しい記載がない内容につい
て， 日本容器包装リサイクル協会で消費者向けに
公開しているページなどを活用して白刊博財オを作
製し，使用した。また，展開部で使用したスライ
ドは，前時のふりかえりでも活用した。(図3)
図3展開部で使用したスライド(一部)
小単元のまとめでは，動画共有サイト rYouTubeJ
にアップロー ドされている動画のうち，神奈川県
横浜市が制作した分別収集した資源物をリサイク
ノレする過程を紹介する動画を教材として活用した。
(2)生徒による 1CT活用
教育の情報化に関する手引きでは， r生徒に
よる 1CT活用は探究活動を行う際にコンヒoュータ
などを用いてd情報やデータの収集，処理 ・分析に
活用することで，より考察を深める」とし、う記述
があるロしかし，それ以外でも生徒による 1CT活
用の方法があると考えた。これから学習する内容
を生徒に調べさせ，クラスメイトに発表すること
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で，学習内容への興味関心を引き出すことができ
るのではないのかと考えた。また，学習内容への
理解を深めるための土台とすることができるので
はないのかと考えた。以上の2点を目的に，調べ
学習の授業を計画し，実践した。実践2の詳しい
内容については表7に示す。
表7 実践2の授業展開
第一次(教員による 1CT活用)
-学習課題を3 学習プリントや生徒用PCで
提示する
第二次(生徒による ICT活用)
-インターネットなどを活用して， 日本国内で
発生する自然災害に関する調べ学習を5人の
グ、ノレーフ。で、行う
-発表会に使用する用紙に調査結果をまとめる
第三次(生徒による 1CT活用)
-まとめたものを実物投影機で映し，発表する
-ほかの班の発表を聞きながら，わかったこと
や感想、などを学習プリントに記入する
第一次では，授業の進め方や発表会で使用する
報告書の書き方だけではなく，インターネットを
活用して調べ学習をするため rどのような情報が
信頼できる情報なのか」や「取得した情報の著作
権j など情報モラルに関する内容について自作教
材を活用しながら説明を行った。
第二次では，生徒がインターネットを活用しな
がら，調べ学習を行ったo また，調べた内容につ
いて発表会用の資料を作成させた。その際，生徒
が何を調べているのかを適宜石信志し，助言などを
加えたロ
第三次では，第二次で調査した結果色実物投
景卦幾を用いて発表した。学習プリン トを配布し，
クラスメイトの発表の感想や初めて知ったことな
どを記入させた。また，まどめとして今回の調べ
学習の感想を記入させた。
(3)生徒の実態・ニーズ調査(授業前アンケート)
授業開始前に理科の学習意欲，授業や日常生活
における 1CT機器の使用経験に関するアンケー ト
を行った。
①調査内容
アンケー ト内容を次ページに示す。一部の質問は，
辰巳(2012)らが行った調査内容を利用した。
1.理科全般および実践2で行う単元の関心・意
欲等に関する質問 [5段階評価で回答， 12問]
I. 日常生活における 1CT機器やツーノレの利用経
験や頻度に関する質問 [6段階評価で回答， 12問]
皿. 中学校時代までのICT機器を活用した授業の
経験に関する質問 [2者択一及び多肢選択式，自
由記述式， 7間J
対象者数115名 回答総数 112名回答率97.4%
なお， mの質問に関しては，授業中や小中学校
の各年代でのICT機器の利用経験の有無に関する
質問を6問3 自由記述式の質問を l題設定したc
e調査結果
調査結果は表8，9および図4に示した。なお，
表8に示した比率は，それぞれの質問に対して「思
う」または「どちらかといえば思う」と回答した
生徒の比率を示している。
表8 学習に関する質問
質問内容 比率(出)
理科の勉強が好きだ 35.7 
観察や実験をすることが好きだ 68. 7 
理科の勉強がもっとできるよう
62. 5 
になりたい
理科でコンピュータやテ、ジタル
教材を活用した授業を受けたい
71. 5 
表9 授業での ICT機器の使用経験
1CT機器名 経験のある生徒数と割合
電子黒板 8人(7. 1 %) 
iPad 5人(4.50;{l) 
実物投影機 35人(31.2%) 
OHP 3人(2.7%) 
バソコン 81人(72.3%)
DVDやテレビ 109人(97.3%)
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図4 日常生活での ICT機器の使用経験の割合
表8は，学習内容への関心 ・意欲および理解に
関する質問の結果である。「理科の勉強は好きかJ
としづ質問に対して 35.7%の生徒が好きまたは
どちらかといえば好きと回答していた。また I理
科の勉強は得意か」としづ質問では，得意と答え
た生徒が24%，得意でないと答えた生徒は27%で
あった。しかし I理科の勉強がもっとできるよう
になりたいか」という質問では， 62.5(10の生徒が
肯定的な回答をした。また I理科でICTを活用し
た授業を受けたいか」としづ質問では， 71. 5%の
生徒がうけてみたいと回答した。
表 9は，中学校時代までのICT機掃を活用した
授業の経験に関する質問である。その結果，テレ
ビやパソコンを用いた授業を受けたことがある生
徒が過半数を占めていた。更に，どのような授業
の時に受けたかを聞いたととろ，テレビに関して
は理科，社会，道徳、の時間を答える生徒が多数い
た。しかし，理科の授業内で使われることがある
実物投影機や各学校などで導入が進められている
電子黒板を使ったことのある生徒は少数にとどま
った。また，使用経験のある生徒に対してどの学
年てイ吏用したかという質問では，いずれの機器も
学年が上がるにつれてその割合が増えていき， 8 
割を超えた。
図4は， 日常生活でのICT機器の使用紙喰に関
する質問である。スマートフォン，LINE(ライン)， 
twi tter (ツイッター )， YouTubeなどの動画の視
聴，携帯ゲームのアプリの5項目においでほぼ毎
日使用していると答えた生徒が約半数以上であっ
た。特に，スマートフォンと LIf'，!Eは80弘を超えた。
(5)俊業実践の効果の調査(授業後アンケート)
授業実践終了後，対象生徒に学習意欲や授業の
ふりかえりなどに関するアンケー卜を実施した。
①調査内容
なお，アンケート項目は以下のとおりである。
1.理科の学習意欲に関する質問
(授業前アンケー 卜調査と同様の質問事項)
[5段階辞価で回答， 6問]
O. ICTを活用した授業への振り返りに関する
質問 [5段階評価で回答， 12問]
II.授業形態、に関する質問 [三者択一式 1問]
IV.授業における 1C1機器の利用に関する質問
[多肢選択式， 2問]
対象者数115名 回答総数 109名回答率94.8%
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②調査結果
結果を表 10，1および図5から 7に示した。
なお，表 1および図 5に示した比率は，それぞ
れの質問に対して「思う」または「どちらかとい
えば思う」と回答した生徒の比率を示している。
授業に意欲的に取り組める授業形態
授業形態 生徒数と割合
先生の話+板書
20人 (19.6%) 
(従来型)
学習プリント 10人(9.8%) 
プ口、ジェクタ+板書
72人 (70.6%)
(ハイブリット型)
表 1
80 60 40 20 。
/ξソコン
動画視聴
タブレット
????????????????? ??問6
問4且
問5
問3
問2
問l
スマートフォン
デジカメ
LlNE 
TwiUer 
携帯電話
携帯ゲーム
5 4 
問1・理科の勉強が好きだ
問2:理科は得意だ
問3:理科は面白い
問4 実験や観察をすることが好き
問5:理科の授業や勉強は，頑張っている
問6:理科の勉強がもっとできるようになりたい
図5 学習意欲の学習前後の変化 (平均値)
2 臼授業後 3圃授業前
Facebook 
Mixi 
電子メール
授業で、使ってほしい ICT機器，ツール
(単位 :%) 
理科
社会
C組専門
B組専門
A組専門
家庭科
英語
保健
音楽
数学
国語
美術
体育
ICTを活用した授業をしてほしい教科
(単位 :%) 
図7
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質問内容 比率(目)
ICTを活用した授業と実験や観察を
取り入れた授業では後者の方が学習 57.8 
内容への理解ができる
ICTを活用した授業は，ICTを活用し
ていない授業よ りも理解を深めるこ 64. 3 
とができる
理科の授業でこれからもコンピュー
タやデジタル教材を使った授業を受 74.3 
けたい
理科の授業に限らず，コンピュータ
やデジタル教材を使った授業を受け 73.4 
てみたい
コンビュータやデジタル教材を使っ
た授業は，普段の授業に比べて意欲 59.8 
的に取り組むことができたと思う
今回の学習をふりかえると，受けて
53. 7 
よかったと思う (達万知惑)
今回の学習は役に立ったと思う
48.6 
(有用性)
80 60 40 20 。
図6
ICTを活用した授業に関する質問表 10
|支15は理科への学習意欲に関する質問であるc
また，授業前アンケー トとの比較を行った。その
結果， ~受業前後での平均値の変化は，授業前アンケ
ー 卜と比べて全ての質問において:!0.2ポイント
?をだった。また，医業再ij後の差を{確認するために
ど検定(p<0.05)を行ったが，有意な差はみられな
かった。
前へージの表 1は， 1CTを活用した授業へのふ
りかえりに関する質問である。WJCTを活用した授
業は，活用していない授業よりも珂解を深められ
る』と答えた割合が64.3%に七ったoその 方ーで，
nCTを活用した授業と直接体験を)日し、た侵業で
は院按体験を取り入れた方が，JIリ伴が深まる』と
答えた割合が 57.8%で、あった。
19ijページの表 12は，授業に意欲的に取り組むこ
とができる授業形態に関する質問である。その結
;J4:， W教員の話と板書を組み合わせた}j法』は
19.6%だ‘ったが，授業実践て、行ったノ¥イブリッド
7liがょいと答えた生徒は70.6%に及んだ。
前ページの図6及び図7は，授業における 1CT
機器の利用に関する質問である。『授業で使ってほ
しい 1CT機器やツールは何かJという質問(同6)
では，タブレッ 卜端末，動画視l偲，パソコンの3
項Hで50%以上で、あった。
また， Wこれから，1CT機知を史に活則してほし
し、教科は何か』という質問(岡 7)では，理科と社
会， 3つの専門教科-においていずれも高い数値が
現れた。なお，A組は機械系，B品Ilは電子機械系，
C組は情報技術系の学科である。
(5)授業実践を通して明らかになったこと
①J受業での教員による1CT活用
今日の授業実践の対象生徒は，[CT HI蝦祉を活用
した授業を受けたいと答えた生徒が多かった。そ
のため， 1CTを活用した授業をすることで，生徒
たちを自作教材に引き付けることができ，普段よ
りも授業に意欲的に取組む姿勢が見られた。ただ
し，自作教材を作製する際には，事前に生徒の様
チなどを十分に把握する必要がある。でなければ，
生徒の保子次第では自作教材が十分に活用できな
くなる場合がある。また，小単元の終末で，まと
めとなる映像を教材に取り込むことで¥小単元で
学押した内容を理解することに対して効果がある
ことを明らかにすることができた。
授業実践を行ったA高等学校では，授業の中に
1CTを活用することについて，それぞ、れの科の専
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円によって，大きな差があることが分かった。ま
た，持通科の教員には，授業の中ではほとんど l(T
活用が進んでいないこともわかった。
②片L徒による 1CT活用
生徒たちが学習内容を，1CTを活用して調査し，
情報を共有しあう ことで，生徒はこれから学習す
る内容の全体像を把握するようになったと考えら
れる。生徒自ら調査を行う ことで¥特定の学習内
容への理ー解が深まったと感じる生徒がし、たことが
アンケー卜結果から明らかlこなった。このことか
ら，1CTを活用した調べ学習を取り入れることは，
学習内科の理解に効果があることが予想される。
4 考察
(1)山形県内の教育の情報化の実態について
生徒一人当たりの台数は，全国平均よりも高か
ったc これは， 1形県の高等学ヰ交のうち，-1二業科
などの専門学科や総合学科を設置している高等学
校が全体の 60%を占めていることが理由である
と考えられる。そのため，専門教育の充実を目的
に教育用パソコンの導入を進めた結果である。
教員の 1CT活用指導力については，校務で使用
する場合には活用できると答える教員の割合が高
く，生徒に指導するために活用できると答えた割
合は低かった。これは，山形県の教育現場では政
策などで¥校務の情報化を先行的に推し進めたこ
とが要因であると考えられる。
(2)教員による 1CTを活用した授業について
一斉授業型の中に 1CTを活用することで¥生徒
の理科の授業に対する興味や関心を引き出す効果
があった。今回の授業実践の対象生徒は，専門学
科でこれまで数多くの1CTを活用した授業をうけ
てきた。そのため，これまでの授業で1CTを活用
した授業のメ リットを感じている生徒が多いと与
えられる。
また，今回の授業実践では3 まとめで、動画の視
聴を取り入れた。数分程度の短い動画を授業の中
に組み込むことで，生徒の興味 ・関心を引き出す
効果があることがわかった。教師の話術だけでは
なく，補助教材として動画を活用することで，生
徒の授業に対する飽きなどを防くー効果がある。
しかし，課題も明らかになった。それは，提示
する資料の見やすさである。せっかく教材を自作
しても，生徒に見えないのでは教材本来の効果を
発揮させることはできない。実際，'t徒のアンケ
一卜からもスクリーンに映した内容が分からなか
ったなどの記述があった。このことから，普通教
室でも 1CT機器を活用できる環境を整備する必要
がある。清水ら(2013)は， 1CT機器が整備されて
いる普通教室ほど， 1口を活用した授業を行う頻
度が高く，また活用による効果があることを明ら
かにしている。学校現場では今後， 1CTを活用し
た授業が増えることとなる。そのためにも，普通
教室の 1CT機器などの整備が必要だと考えられる。
(3)生徒による 1CTを活用した授業について
本研究では，教師による活用以外に生徒の 1CT
活用による学習の変容などを研究してきた。その
結果，生徒たちは教師による活用の時以上に意欲
をもって授業に取り組み，調査した内容に対する
理解が深まったと考えられる。
その要因のーっとして 生徒の1CTの利活用へ
の意識があると推測される。岩田(201)は，普通
科と職業教育を主とする学科での1CTの利活用の
意識の違いについて，専門学科の生徒は普通科の
生徒に比べ関心が高く 3 授業にも熱心になる傾向
があることを述べている。前述の結果などから，
生徒の1CT活用への関心に高くなると， 同時に学
習内容の理解に効果が表れることが考えられる。
しかし生徒の1CT活用のみならず教科指導で
の1CT活用には様々な問題点があることが分かつ
た。それは， r生徒への適切な課題提示~， r適切な
支援1r適切な評価』の3点である。例えば，調
べ学習を行う際には，調査する内容の吟味や提示
方法を考えること 3 生徒の調査活動が逸脱した内
容にならないようにすることに気をつけることな
どが必要である。
教師や生徒の I口活用能力だけではなく，教師
の指導力が適切に組み合わされることで1CT活用
の本来の効果を得られることが分かった。
今回の授業実践は生徒が調査結果の情報共有を
した段階で終了した。今後は，生徒が調べ学習の
内容を授業に活かす授業デザインの検討が必要で、
ある。
②授業実践から，1CTを授業に効果的に活用す
ることで，生徒の学習意欲を引き出す効果が
あることを明らかになった。
③ 生徒に対するアンケート調査の結果から，1CT
を活用した授業と日常行なわれている板書に
よる授業を組み合わせることで，授業に意欲
的に取り組むことができるようになったo
(2)課題
課題については以下の2点が挙げられる。
①本研究では，教師あるいは生徒の単一方向に
よる 1C1を活用した授業実践を行った。今後
は，教師と生徒が双方向に1CTを活用する授
業の開発が課題である。
② 生徒に対するアンケート調査結果から，タブ
レット端末やスマートフォン、デ、ジタル教材
などPC以外のあらゆる1CT機器やツールを活
用した授業デザインを検言すすることが課題で
ある。
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